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１　工 事 名

特 記 仕 様 書

件 名 図 番

縮 尺図 名

３　工事概要

図 示

(4)　関係書類

　契約後速やかに作業実施日を監督官と調整し工程表等を提出して監督官の承認を受けるものとす

　工事写真撮影は請負者が実施するものとし、着手前の状況、各施工段階、工事完成及び完成後に

明視できない箇所の施工状況並びに材料検収、その他監督官の指示するものを黒板等を使用してサ

ービス版サイズに整理したうえ、提出するものとする。

　また、その他工事に必要な申請及び提出書類は監督官の示す規格様式で作成し必要部数提出する

こと。

る。

ア

イ

特記仕様書、案内図、配置図

６　特記事項

対象機器(1)

建物番号 名 称 規 格

温水機

密閉膨張ﾀﾝｸ
１号

２　工事場所

　　静岡県御殿場市駒門５－１　陸上自衛隊駒門駐屯地　１号建物

暖房用温水機及び膨張タンク交換とそれに伴う付帯工事　１式

４　作業期間

　　作業時間は８時３０分から１７時までとし、土曜日、日曜日及び祝祭日の作業は原則として実施しな

　いものとする。ただし、やむをえない場合は監督官と調整のうえ実施するものとする。

５　一般仕様

　一般事項(1)

ア　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定公共建築工

事標準仕様書、改修工事標準仕様書及び関係規則による。

イ　図面と特記仕様書との内容に相違又は明示なき場合、疑義が生じた場合には、監督官と協議を行

い指示に従うこと。

ウ　工事施工に際し、現場の納まり及び取り合わせ等の関係で位置又は工法を多少変え、それぞれに

よる数量を幾分増減する等の軽微な変更及び技術的に当然施工すべき事項が発生した場合は、監督

官の指示に従い施工するものとする。

　本工事に必要な工具類及び消耗部品は、請負者の負担とするものとする。エ

　請負者は駐屯地内で工事を行う場合、区域への立ち入り及び行動（出入門手続・火気取扱い・工オ

料とし、事前に諸手続きを行うこと。

　工事に必要とする電気及び水は、原則として使用しないものとし、やむを得ず使用する場合は有キ

づき処理すること。なお、その結果を書面（産業廃棄物管理票Ｅ票等の写し）にて提出すること。

した後、監督官の指示する場所に集積する。その他は全て廃棄物の処理及び清掃に関する法令に基

　本工事で発生した発生材のうち金属類については、計量をしたうえで発生材調書を監督官へ提出

の立入りを禁止する。

事用通行路等）は、駐屯地の規則及び関係者の指示を厳守して行うものとし、工事施工場所以外へ　

カ

告するとともに、その指示に従うものとする。また、第三者等に損害を与えた場合は、請負者の責

の責任は請負者が負うものとする。万一、災害及び事故が発生した場合には、速やかに監督官に報

　請負者は、本工事を施工するために下請契約を締結した場合は、施工体制台帳及び施工体系図を

　現場における火災予防、安全衛生並びに在来施設等の保護には、十分注意を払うものとし、一切イ

任において補償するものとする。

作成し、監督官に提出すること。

ア

(2)　現場管理

(3)　材料検査

ア　工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とすること。なお、特記な

きものについては、ＪＩＳ等規格品とする。

イ　材料の色、柄等については、監督官の指示によるものとし、使用材料等の見本は必要に応じ監督

官に提出・承認を得るものとする。

ウ　現場に搬入した材料は、その種別ごとに、品質、数量について監督官の検査を受けるものとする。

ただし、工場組立等のためにあらかじめ監督官の承諾を受けた場合は、この限りでないものとする。

エ

判断したものについては、直ちに新品と交換し、再度検査を受けるものとする。

　材料検査結果並びに長期保管等による変質等により工事に使用することが適当でないと監督官が

　なお、搬入した材料は、工事で使用するまでの間に変質等なきよう、適切に保管するものとする。

　受注者は作業員に外国人労働者を含む場合、契約後に当該労働者の在留カード（写）または就労

資格証明書（写）を監督官に提出すること。

ウ

(2) 温水配管

(3) 配線

既設配線流用とする。

(4) 塗装

温水配管については、既設流用とし、機器周りのみ取り換える。

既存の設備と合わせて違和感のない配色とする。

(5) 機械基礎

本工事の対象機器は下表のとおりとする。

基礎コンクリートの設計基準強度は下表のとおりとする。

設計基準強度

18N/㎡

圧縮強度

21N/㎡

スランプ

15cm

(5) その他

ア

イ

ウ

エ

オ

図面に記載されている型式（型番）は参考のものであり、製造者等を特定しているものではない。

所轄消防署等への必要な届出及び調整を実施すること。また、消防による検査の際立ち会うこと。

着手に先立ち、事前に現地を確認すること。また、本工事は図面より現地の取り合いを優先する

こと。

停電及び断水作業が必要な場合は、監督官と調整のうえ、実施すること。

(6) 案内図、配置図
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Ｎ

駒門駐屯地

富士岡駅
ＪＲ御殿場線

東名高速道路駒門ＰＡ

155

246

駒門工業専用地域

Ｎ

案内図　N/S 配置図　N/S

１号建物
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　　１号建物温水ボイラー改修工事

１号建物温水ボイラー改修工事

撤去・更新作業は、令和８年１月３０日までに実施すること。

 昭和鉄工 CN-4002A

 日立金属 EX-500L



図 番件 名

縮 尺図 名 図 示機械室平面図・詳細図・機器表

施工場所

１号建物平面図　１／３５０
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機械室平面図　１／１００
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機械基礎詳細図

撤去機器表

増設　コンクリート床

既設コンクリート基礎

コンクリート床

暖房用温水機

密閉膨張タンク

暖房能力：３７８KW　　　　回路数：１回路

伝熱面積：６.８m2　　 　　最高使用圧力：４９０kpa

使用燃料：Ａ重油（４３.８ l/h)

電源：３φ２００V（０.７５KW＋１.０KW）

型式：ＥＸ－５００Ｌ

タンク内容量：５００Ｌ

1,060

1
,2
0
0

アンカー打設

機械基礎　増設

暖房用温水機　撤去・新設
アンカー打設
密閉膨張ﾀﾝｸ　撤去・新設

メクラキャップ
ドレン排水口　５０Ａ　閉塞

1.5×1.5（ｍ）程度
養生範囲

養生範囲
３×３（ｍ）程度

新設機器表

暖房能力：４６５KW　　　　　回路数：１回路

型式：ＫＦＬ－４００ＡＨ型　メーカー：日本ｻｰﾓｴﾅｰ

伝熱面積：９.９m2　　 　　　最高使用圧力：９８０kpa

使用燃料：Ａ重油（４９.９ l/h)

暖房用温水機

型式：ＥＸ－５００Ｖ

タンク内容量：５００Ｌ

密閉膨張タンク

　　　　出口温度制御仕様、感震装置

電源：３φ２００V（１.７KW）

その他：国土交通省仕様、遠隔発停仕様、高圧仕様（0.98MPa）、

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げ（薄物）

１号建物温水ボイラー改修工事 ３／６

※　上記型式は参考であり、製造者等を指定するものではない。

型式：ＣＮ－４００２Ａ型　メーカー：昭和鉄工



施工前 施工後
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HRHS

50

配管撤去
排水口閉塞

温水還管

暖房用温水機接続管　新設

暖房用温水機接続管　新設

H
RH

100

暖房用温水機接続管 50A 撤去

暖房用温水機接続管 50A 撤去

温水往管

H
RH

32

補給水管 20A 撤去

100

循環ポンプ

新設

膨張ﾀﾝｸ　EX-５００V

暖房用温水機 KFL-400AH

新設

ドレン排水管　40A

ドレン排水管　40A

ドレン排水管　50A
配管撤去

L=2,500　新設

10,000

10,000

温水往管　100A

温水還管 100A

配管接続　50A　L=1,800

配管接続　50A　L=1,500

給排水配管図（施工前）

給排水配管図（施工後）

１号建物温水ボイラー改修工事

給排水配管図・配管詳細図

４／６

図 示

図 番

縮 尺

件 名

図 名

配管詳細図

配管詳細図
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補給水管２０Ａ

撤去・閉塞

温水往管接続

温水還管接続
撤去

循環ポンプ

膨張ﾀﾝｸ　EX-５００L

撤去

撤去

暖房用温水機 CN-4002A

撤去

保温材：グラスウール

保温材：グラスウール



図 番件 名

縮 尺図 名

施工後施工前

電気配線図（施工前）
電気配線図（施工後）

機器配置図（施工後）

機器配置図（施工前）

制御盤　撤去

制御盤　新設

配線再利用

電源盤　再利用

電源盤　再利用

制御盤接続配線　再利用

動力制御盤　１P-1
動力制御盤　１P-1

１号建物温水ボイラー改修工事 ５／６

図 示電気配線図・機器配置図



図 番件 名

縮 尺図 名
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燃料・煙導配管図（施工前）

既設煙導接続配管 370φ 撤去

既設燃料配管 20A 取外・再利用

既設煙導接続 405φ 新設

燃料配管 20A 再利用

既設燃料配管 20A 取外・再利用

燃料配管詳細図 煙導配管詳細図

既設煙導接続配管 370φ 撤去

既設煙導 400φ t=4.5

燃料配管 20A 再利用

燃料入口

燃料配管詳細図 煙導配管詳細図

既設煙導接続 405φ 新設

燃料・煙導配管図（施工後）

１号建物温水ボイラー改修工事 ６／６

図 示煙導・燃料配管図・配管詳細図


